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新企業理念と新たな取り組み



１００年後の地球はどうなっているのか？ 

ものづくりがなくなったら、世界はどうなってしまうのか？

すべての生命が宿る美しい地球、そこで長い時間をかけて育まれてきた素晴らしい文化、

これらを未来に引き継いでいかなければならない

そのために、地球を想い、私たちの “しごと”に邁進していこう

我々の技術は未来への足掛かりを作ってきた

これからも革新を続け、社会に貢献したい

ものづくりを支えるスペシャリストとして挑戦しつづけた先にある

豊かな未来を次世代に引き継ぐことが私たちの存在意義

そして、美しい地球と世界中の人々の笑顔が、私たちへの「ありがとう」となることを感じよう
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新企業理念



■ 主な取り組みの事例 〜『地球にやさしい』 新ビジネスの創出〜
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2030年時点でのCO2排出量を55％削

減し（※） 、2040年のカーボンニュートラ

ル実現を目指し新技術開発を強化。主に

鋳造・鍛造業界をはじめとする高エネル

ギー産業への普及推進により、業界を牽

引するリーディングカンパニーに。

水素発電機（開発中）

（※）IJTT単体、2022年度比

新規事業領域 既存事業の拡大領域

(1)カーボンニュートラル (2)資源循環・生物多様性 （４）ESG先進モデル工場  
-北上新工場-

鋳造業界全体の課題である廃砂

問題を解決し、さらにはネイ

チャーポジティブに寄与する新

たなビジネスの展開に向けて技

術開発を加速させます。

水素エネルギー開発

先ずは小型非常用発電機を

開発し、将来は電動化ユニッ

トへの対応も目指します。

CO2回収技術

安価でコンパクトなCCUS（CO2吸収・固

定化・有効活用）技術の普及に向けて研究

を推進します。

廃砂由来の環境商材

鋳造廃砂を原料として、水質浄

化、土壌改良、脱臭効果に加え、

CO2吸収機能を兼ね備えた商

材を実用化、販売開始予定です。

ブルーカーボン事業

開発中の商材を用いて、自治体

と連携した海洋生態系の回復事

業を準備中。CO２の削減にも貢

献します。

環境配慮型 鋳造工場への第一

歩として既存省エネ技術を可能

な限り採用した新世代工場に。

CO２排出

原単位の低減

中央監視システム

の導入によるエネル

ギー管理の向上

ロボット導入に

よる自動化推進

天然資源である

鋳造砂の

消費最少化

（３）電動モジュール

中長期的には緩やかに電動化が進

む予測のもと多種多様なニーズに

対応するべく技術の差別化に取り

組みます。

e-Axle

減速機、ﾓｰﾀｰ、ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

ﾄﾗﾝｽﾌｧｰｼｽﾃﾑ開発

e-Drive unit

Drive shaft

e-PTO

多機能高出力ﾓｰﾀｰ



Scope
1+2

■ 取り組み（1） カーボンニュートラル

カーボンニュートラルに向けた新たな技術への投資を加速
積極的な外部との連携により、ものづくり産業が“地球にやさしい”産業に再生することに寄与していきます。

目標

主な
取り組み

STEP1：自社の事業活動における徹底的な省エネ
化石燃料の削減・廃止 太陽光など再生可能エネルギーの導入

水素
エネルギー

CO2回収 北上新工場
ブルー
カーボン

2024 2030 2040 2050

Scope
3

カーボンニュートラルが
実現された世界

2050年を待たず
にサプライチェーン
CN達成を目指す

Scope1,2
CN早期達成

２２年比
Scope3
50%削減

２２年比
Scope1,2
55%削減

ものづくり産業の
CN達成に寄与

STEP2：新技術への投資、確立、高度化

STEP3：新技術の普及、サプライチェーン・産業への支援
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■ 取り組み（２） 資源循環

ブルーカーボンや鋳造廃砂・廃熱活用分野等の新たな分野への進出により、資源循環が進むことで、
社会との連携・課題解決やものづくり産業の再生、新たな収益基盤の構築が可能となります。

社会との連携・
課題解決

ものづくり
産業の再生

新たな収益
基盤の構築

• 地域社会との連携
• 脱炭素およびネイチャー
ポジティブへの貢献

• 廃棄物処理への参入
• 業界への積極的支援

• 新規商材の獲得
• BtoCビジネスへの参入
• 販売網の構築

現状
主な

取り組み

• 鋳造廃砂の利活用に関する研究開発を促進
• 資源の循環促進に加えて、脱炭素社会にも貢献

【その他】
• 人体/環境に有害な化学物質や、水、砂等の天然資
源使用量の削減

• 環境に負荷をかけない排気、排水処理方法の促進

①廃棄物として、鉱さいを排出

IJTTの廃棄物の約９割を鉱さいが占有
（鋳造工程より発生する砂、ダスト、スラグ、等）

②鉱さいの再利用需要が近年低下

主にセメント材料としての再利用を促進し
てきたが、近年需要低下が顕著

目指すべき姿

鉱さいの排出量削減だけでなく、
新たな利活用先の創出の必要あり

鋳造廃砂・廃熱活用
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鉱さい
91%

その他
9%

＜種類別の廃棄物排出比率＞



■ 重要な取り組みの全体像

業界トップの技術による
財務基盤強化

人材の高度化 社会課題の解決

北上新工場

CO2回収
水素

エネルギー

従業員/地域の
エンゲージメント

カーボンニュートラル 資源循環

ブルーカーボン

関連技術研究

鋳造廃砂
・廃熱活用

産学連携 自治体との連携 積極的な情報公開

新規事業領域 既存事業の強化・拡大領域

更なる投資への原資に 新たな収益の柱に
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